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ご利用ください
在宅で介護を必要とする高齢者の方の

入浴サ一ビス
区では、65歳以上で介護を 必要とする方の入浴のお手伝いをして

います。
高齢者の介護を しているのは、主に配偶者、同居の家族の方で、

介護する方の年齢も高齢化の傾向にあります。「おふろに 入れてあげ
たいけど、自宅 のおふろでは難しい…」と悩んでいる方も多いので
はないでしょうか。
入浴は床ずれ等を防ぎ、スト レス解消にも効果的ですO 高齢者と

その家族が健やかな生活を送るために 、ご家庭の状況にあった 入浴
サービスをご利用ください。

入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
主
に
次
の
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
サ
ー

ビ
ス
も
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
患
み
憲
口
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
の
入
浴

自
宅
で
の
入
浴
が
困
難
な
ね
た
き
り

等
の
高
齢
者
の
方
の
た
め
に
、
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
表
1
)
で

年
3
2回
を
限
度
に
、
機
械
浴
槽
に
よ
る

入
浴
を
行
つ
て
い
ま
す
。
送
迎
付
き
で

す
が
、
ご
利
用
に
際
し
て
は
家
族
等
の

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

【
申
請
か
ら
利
用
ま
で
】

①
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利

用
登
録
・
:施
設
運
営
係
、
各
福
祉
事

務
所
(
表
2
)
、在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
(
表
3
)
で
手
続
き
し
ま
す

↑
②
入
浴
申
請
…
施
設
運
営
係

※
登
録
後
は
電
話
で
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
医
師
の
承
諾
が
必

要
で
歹

↑
③
面
接
…
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
自
宅
に
訪
問
し
ま
す

↑
④
決
定

↑
⑤
入
浴
日
調
整

↑
⑤
実
施

問
先
u
在
宅
福
祉
課
施
設
運
営
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス

自
宅
に
特
殊
浴
槽
を
持
ち
込
み
入
浴

す
る
方
法
で
す
。
年
3
2回
を
限
度
に
委

託
業
者
が
入
浴
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

ご
利
用
の
際
に
は
、
家
族
等
の
立
ち
会

い
が
必
要
で
す
。

【
申
請
か
ら
利
用
ま
で
】

①
申
請
・
:各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

※
医
師
の
承
諾
が
必
要
で
す

↑
②
決
定

↑
③
入
浴
日
調
整

↑
④
実
施

問
先
=
在
宅
福
祉
課
在
宅
福
祉
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

自
宅
の
お
ふ
ろ
で

入
浴
で
き
る
方
へ

□
浴
室
改
造
の
助
成

「
自
宅
の
浴
室
で
入
浴
で
き
る
が
設

備
が
ち
ょ
っ
と
・・・
」
と
い
う
方
の
た
め

に

、
浴
室
改
造
に
か
か
る
費
用
を
3
7
万

9
千
円
を
限
度
と
し
て
区
が
助
成
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
工
事
は
、
手
す
ひ
の

設
置
、
浴
室
入
口
の
段
差
奮
な
く
す
、

浴
槽
の
高
さ
を
調
整
す
る
な
ど
の
工
事

で
す
。

□
入
浴
補
助
用
具
の
給
付

入
浴
す
る
と
き
の
座
位
の
維
持
や
、

浴
槽
に
入
る
と
き
に
使
用
す
る
補
助
用

具
を
9
万
円
を
限
度
と
し
て
区
が
助
成

し
、
給
付
し
ま
す
。
給
付
品
に
は
、
シ

ャ
ワ
ー
用
の
い
す
・
入
浴
補
助
板
・
手

す
ひ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の
方
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
収
入
に
5
じ
て

、

費
用
の
負
担
が
あ
n
ま
す
。

問
先
=

各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

表1　 入浴 サ ービ ス を行 っ てい る 高齢 者在宅 サ ービ ス セン タ ー一 覧

表2　 福祉事務所一覧

表3　 在宅介護支援センター一覧

高齢者在宅サービスセンターでの入浴サービス

巡回 入浴サービス

利用してます
高齢者在宅サービスセンター西綾瀬 青柳　タツさん

青柳タ ツさんは今月99歳になりまし た。20年程前か
ら足が弱り、5 年凄呈前からこのサービ スを利用してい
ます。「おふろに入るのは気持ちが良く て、楽し みにし
ています。i芙迎バス が来てくれるのも大変助かります」
と青柳さ ん。日ごろ 外に出ることがあ まりないので、
この日を 楽しみにし ているとのことでし た。

巡回入浴サービス
浅香 黽 さん

浅香黽さんは20年程前に脳こうそくで倒れ、妻の八
重子さんが介護をし ています。その八重子さんが、去
年7 月交通事故にあい困っていたとき、このサービス
を利用し 始めました。r事故にあう以前から、ご近所で
利用し ている方に勧められていたんです。思い切って
このサービ スを利用し て、とっても良かったです。感
謝しています」ご八重子さ ん。「湯船に入 れるのがいい
で すね。来てくれるのを楽しみにし てい ます」と浅香
さ んも話してくれました。

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
友
好
都
市
山
ノ
内
町
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
情
報
/
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
/
ひ
ろ
ば

4
・
5
面
▽
保
健
所
・
保
健
相
談
所
の
ご
案
内
/
エ
イ
ズ
を
考
え
よ
う

6
・
7
面
▽
保
育
園
児
募
集
/
家
族
介
護
教
室
/
高
額
療
養
費
の
支
給
/

ね
ん
き
ん
相
談
/
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
区
議
会
第
4
回
定
例
会
/
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
/

区
内
各
種
展
示
/
イ
ベ
ン
ト
情
報

葦
立
ち

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

2
0
0
0年
問
題

西
暦
2
0
0
0

年
ま
で
あ
と
2

年
余
n
と
な
り
ま
し
た
が
。
様
々

な
と
こ
ろ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
2
0
0
0

年
問
題
が
取
n
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
2
0
0
0

年
に
な
る

と
生
じ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
誤
作

動
を
防
ぐ
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

改
良
に
、
世
界
全
体
で
は
劭
兆
円

も
か
か
る
と
報
じ
た
紙
面
も
あ
り

ま
し
た
。
従
来
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

は
暦
数
を
下
2
ケ
タ
で
処
理
し
て

き
た
た
め
、
2
0
0
0

年
も
1
9
0
0

年
も
下
2
ケ
タ
で
は
見
分
け

が
つ
か
な
い
、こ
れ
が
原
因
で
す
。

現
在
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
し

て
い
る
区
の
業
務
は
、
住
民
記
録

や
税
、保
険
、年
金
等
6
3も
の
業
務

に
壑
尢
で
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
本
数
も
2
万
7
千
本
余
り

で
、
こ
の
う
ち
2
0
0
0

年
問
題

で
対
否
簒
孑
る
も
の
が
2
万
本

程
も
あ
り
ま
す
。
一
本
一
本
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
作
業
は
根
気
と

注
意
の
い
る
仕
事
で
す
か
、
比
較

的
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
の
で
、
専
門
の
と
こ
ろ
に
大
金

を
か
け
て
委
託
す
る
こ
と
な
く
、

区
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
な
い
で
2
0
0
0

年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

今
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
く
し

て
区
政
は
な
ひ
た
ち
ま
せ
ん
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
に
は
細
心

の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
個
人

情
報
の
保
護
に
は
万
全
を
期
し
て

ま
い
ひ
ま
す
。

ほ
ど
な
く
多
忙
な
年
末
で
す
。

健
康
に
は
充
分
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

区
長
　
吉
田
万
三

◎ あだち 広報は毎月5 日・15日・25日/ エクスプレ スは奇数月1 日発行　 ※ 区民事務 所や駅の広報スタ ンド など にも 置いてあり ま すので、ご 利 用ください
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愛
と
参
加
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
せ
ま
る
!

世
界
最
高
の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
が
あ
と
7
0日
余
り
に
せ
ま
り

国
、
地
域
な
ど
の
違
い
を
越
え
て
人
々
が
長
野
へ
と
集
ま
り
ま
す
。
来
年
2

月
了
日
、
午
剪
凵
時
に
長
野
市
の
開
会
式
ス
タ
ジ
ア
ム
で
大
会
の
幕
が

切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
す
。

会
期
は
2
月
7
日
～
2
2日

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
会
場
は
山
ノ
内

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
2
月
2
2日
の
閉

会
式
ま
で
、
長
野
市
を
中
心
に
山
ノ
内

町
な
ど
2
町
2
村
の
会
場
で
世
界
の
若

人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

大
会
に
は
、
1
6日
間
、
6
0数
力
国
か

ら
約
3
千
人
の
選
手
・
役
員
が
参
加

し
、
7
競
技
6
8種
目
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
人
間
の
限
界
に
挑
み
ま
す
。

足
立
区
の
友
好
都
市
で
あ
る
山
ノ
内

町
志
賀
高
原
で
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
花
形
の
一
つ
で
あ
る
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
(
大
回
転
・
回
転
)
と
今
回
か
ら

正
式
競
技
と
な
っ
た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

(大
回
転
・
(
I
フ
パ
イ
プ
)
が
行
わ

れ
ま
す
。

区
も
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大
盛

況
の
も
と
に
開
か
る
こ
と
を
願
い
、
区

役
所
の
1
階
ア
ト
リ
ウ
ム
に
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
P
R
に
協
力
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
山
ノ
内

町
に
派
遣
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に

協
力
し
ま
す
。

も
う
一
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
1
0
0
日

日
本
で
は
じ
め
て
行
わ
れ
る
冬
季
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
来
年
3
月
5
日
か

ら
3
月
1
4日
ま
で
1
0日
間
開
か
れ
ま

す
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、「
も
う
一
つ

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
言
わ
れ
、
身
体

に
障
害
が
あ
る
方
の
国
際
競
技
大
会
で

す
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
3
0の
国
と

地
域
か
ら
、
約
1
千
5
0
0人の
選
手
・
役

員
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。
4
会
場
で
5

競
技
3
4種
目
が
行
わ
れ
ま
す
。

山
ノ
内
町
の
会
場
で
は
、
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
の
滑
降
、
ス
ー
パ
ー
G
、
大
回

転
、
回
転
の
競
技
が
お
こ
な
わ
れ
、
熱

戦
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
障
害
を
乗
り

越
え
、
自
己
の
力
の
限
界
に
挑
戦
す
る

大
会
で
、
参
加
す
る
選
手
は
、
体
に
(

ン
デ
ィ
は
持
つ
て
い
ま
す
が
競
技
会
場

な
ど
で
は
自
力
で
行
動
し
ま
す
。ま
た
、

選
手
の
機
能
的
能
力
が
異
な
る
た
め
、

「
ク
ラ
ス
別
け
」
が
行
わ
れ
、
同
じ
よ

う
な
障
害
を
持
つ
選
手
が
一
つ
の
ク
ラ

ス
を
作
り
、
氈
わ
れ
ま
す
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
回
転
入
場
券
を

販

売

し

ま

す

都
市
提
携
交
流
協
会
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
支
援
す
る
た
め
、
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
男
子
大
回
転
の
入
場
券
を
区
民
の

皆
さ
ん
に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

日
時
=
2

月
8
日
興

午
前
9
時
3
0分

場

所
↓

竇
高
原
焼
額
山
ス
キ
ー
場

枚

数
=
大
人
B
席
(
立
席
)
1
0枚
(
一
人

2
枚
ま
で
、
抽
選
)

費
用
―
大
人
2

千
円
(
税
別
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

申
込

期
間
=
H
月
2
6日
～
1
2月
1
0日

申
・

問
先
=
都
市
提
携

〒
閇一中
央
本
町
1
1
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

地
球
に
や
さ
し
い
「
環
境
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
自
然
保

護
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ス
タ
ッ
フ
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
丸

ご
と
リ
サ
イ
ク
ル
」
競
技
役
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
大
会
関
係
者
の
約
2

万
6
千
人
が
着
用
す
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

は
、
使
用
後
に
丸
ご
と
溶
解
し
て
繊
維

原
料
に
戻
せ
ば
、
再
び
ナ
イ
ロ
ン
製
品

に
よ
み
が
え
n
ぶ
チ

。
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ア
で
は
、
世
界
で
は
じ
め
て
氾
九全
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

施
設
内
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
な
ど
で
使

用
す
る
皿
は
、
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
を
製

造
す
る
際
に
出
る
絞
り
か
す
(
リ
ン
ゴ

繊
維
)
を
、
原
料
と
し
て
紙
皿
に
使
用

さ
れ
ま
す
。
リ
ン
ゴ
食
器
は
、
大
皿
と

中
皿
の
約
9
0万
枚
を
使
用
し
、
使
用
後

は
固
形
燃
料
や
再
生
紙
の
原
料
や
肥
料

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

志
賀
高
原
東
館
山
ス
キ
ー
場
の
ア
ル

ペ
ン
競
技
会
場
に
は
、
競
技
コ
ー
ス
作

り
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
狎一万
本
が
便
わ
れ

ま
す
。
環
境
に
影一
が
な
い
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
利
用
は
、
雪
を
移
励
す
る
こ
と

に
比
べ
て
大
幅
な
省
力
化
と
な
n
汞
歹
。

大
会
修
了
後
は
、
子
裝
た
ち
の
学
習
用

下
敷
き
等
に
再
生
さ
れ
る
予
定
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
を
見
に
行
こ
う

～
区
民
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集
中
～

都
市
提
携
交
流
S
会
で
は
、
山
ノ
内

町
を
訪
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を

応
援
す
る
た
め
、
区
民
ツ
ア
ー
の
参
加

者
夲
蔘
蓐
集
し
嫐
歹
。日
程
1
2
月

1
8
日
澎
～
2
月
2
0
日
(
金
)
対
象
―
屋
外

の
会
場
で
観
戦
で
き
る
方

※
交
流
協

会
へ
の
加
入
が
必
要
(
会
費
年
2
千

円
)

内
容
=
2
月
1
9日
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
女
子
回
転
競
技
夲
観
戦
、
山
ノ
内

町
・
周
辺
地
区
観
光
地
見
学

※
交
通

手
段
は
バ
ス
で
す

定
員
=
大
人
1
1人

賀
用
=
3
万
8
千
円
(
バ
ス
代
等
は
交

流
協
会
負
担
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

申
込

期
間
=
H
月
2
6日
～
1
2月
1
0日

※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
・
問
先
=

都
市
提
携

〒
1
2
0中央
本
町
1
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

区
で
も
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
!

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
存
在
が
大
膏
な
鍵
と
な
り

ま
す
。
前
回
の
ノ
ル
ウ
エ
ー
・
リ
レ
(

ン
メ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
約
1

万
2
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大

会
の
運
営
と
各
国
選
手
団
を
温
か
く

支
え
ま
し
た
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
約
3
万
5
千
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
を
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
大
会
に
備
え
2
年
以
上
研

修
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活

動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、1
万
数

千
人
余
り
で
、
最
後
の
専
門
研
修
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
笑
顔
と
優
し
さ
は
、
世
界
中
の
人

々
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

山
ノ
内
町
で
行
う
競
技
で
も
、
千
3
0
0

人
余
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
ま
す
。

区
で
も
、
山
ノ
内
町
を
応
援
す
る

た
め
、
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
4
0

人
余
り
を
派
遣
し
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
グ
ッ
ズ
販
売
中

都
市
提
携
交
流
協
会
で
は
、
大
会
の

財
源
の
一
つ
ど
な
る
グ
ッ
ズ
を
あ
っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
・
申
・
問
先
=
都
市
提
携

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□ 交通の案内
〔電車で〕
東京から新幹線で長野
へ79分、長野より長野電

鉄で湯田中、特急38分、
湯田中駅から バスで志賀
高原蓮池へ35分または長
野駅から志賀高原蓮池へ
直通バス70分( 12 月10日
～4 月9 日)

東京から 関越自動車道
練馬I c( インターチェ
ンジ) より 上信越自動車
道信州中野I c 下り、志
賀高原へ
友好都市についてのお

問い合わせは 都市提携
3880 ―5111㈹

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
1
1月
3
0日
㈲
、
正
午
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
稲
荷
湯
前
通
(
西
新
井

栄
町
三
丁
目
)
/
5
0区
画
/
出
店
料
無

料
/
電
話
/
水
野

(
3
8
8
6
)
1
4
8
7

▽
1
2月
7
日
沺
、
午
前
H
1
午
後
2
時

※
雨
天
の
場
合
は
り一
月
1
4日
/
都
市

晨
業
公
園
/
5
0区
画
/
出
店
料
千
円
/

電
話
/
友
本

(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

▽
1
2月
1
3日
出
、
正
午
～
午
後
3
時

※
雨
天
の
場
合
は
1
2月
2
0日
/
興
野
公

園
/
川
区
画
/
出
唐
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
出
店
物
を
明
記
/
p
一月
1
日
必
着
/

あ
き
ん
ど
滝
田

干
1
2
3足立
西
郵
便

局
留

　
(
3
8
5
7
)
8
8
8
9

▽
1
2月
1
4日
n
、
午
前
1
0時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
は
杪一月
2
1日
/
し

ょ
う
ぷ
沼
公
園
/
8
0区
回
/
出
店
料
千

円
/
電
話
/
斉
藤

(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

▽
1
2
月
1
4日
s
'
H
-

前
1
0
時
I
午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/

栗
六
公
園
/
1
0
0区

画
/

出
店
料
千
円
/

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
区
固
数
を
明

紀
/
1
2
月
5

日
必
着
/

水
本

〒
垈
(

月
2
1
3
5
-
5

?
3
8
6
0
)
0
7
0
8

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

。
卜
開
催
を
お
考
え

の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
ヘ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

☆
サ
ヶ
の
卵
の
配
布
1
1

月
3
0
日
㈲
、

午
前
1
1
時
～
午
後
1

時
/
伊
興
住
区
セ

ン

タ
ー
/

卵
1
0
粒
5
0
円
×
欲
し
い
数
(

一
…‘粒
単
位
)
/

親
子
で
育
つ
わ
ら
ベ

の
へ
7

桑
原

(
3
8
9
7
)
7
2
9
8

☆
環
境
ネ

。
卜
ち
ぇ
の
わ
学
校
1
1

月
3
0

日
沺
、
午
後
1

時
～
4

時
/

教
育
研

究
所
/

講
演
会

「
地
靈
で
は
な
く
花
を

く
だ
さ
い

」
絵
本
作
家
葉
祥
明
氏
/

前

売
:
夫

人
5
0
0円
、
中
・
高
校
生
1
0
0円/

三
井

　
(
3
8
8
6
)
6
5
5
4

=
募
集
=

☆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

毎
週
金

・
日

躍

日
、
午
後
7

時
～
9

時

※
小
学
生
5

・
6

年
生
コ
ー
ス
有
り
/
綾
瀬
小
学
校

ほ
か
/

月
額
千
瞋
円
/

吉
田

0
6
0
(
6
1
2
)
3
9
4
6

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
2
)

天
保
の
改
革
の
際
、岡
山
藩
で
の
「
渋

染
一
揆
」
は
、
解
放
運
動
の
t
(き
な
う

ね
n
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
す
。

天
保
1
3年
(
1
8
4
2

年
)
岡
山
藩

で
は
、
同
和
地
区
の
人
々
が
農
民
や
町

民
に
紛
れ
ぬ
恚
つ
に
と
衣
類
の
制
限
令

を
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
和
地
区
の
人
々
の
要
望

を
受
け
入
れ
、
藩
は
布
告
を
撒
回
し
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
1
3年
後
の
安
政
2
年
(
1
8
5
5

年
)
、鴈
は
再
び
、同
和
地
区
の

人
々
に
厳
し
い
命
令
を
出
し
た
の
で

す
。
そ
の
内
容
は
、
糖
物
の
色
は
渋
染

め
の
茶
色
か
、藍
染
め
の
紺
色
に
限
り
、

柄
物
や
紋
付
の
仕
立
て
を
許
さ
な
い
と

し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
履
物
に
つ
い

て
は
、
雨
天
以
外
の
外
出
は
、
は
だ
し

と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
部
落
内
の
近

所
往
来
の
と
き
だ
け
は
栗
下
駄
齢
ほ
い

て
も
よ
い
が
、
顔
見
知
り
の
農
民
に
出

会
っ
た
ら
下
駄
を
ぬ
い
で
は
だ
し
で
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

翌
年
、
岡
山
屬
5
3ヵ
村
全
部
の
部
落

は
一
致
団
結
し
て
こ
れ
に
反
対
し
て
立

ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹



1997 年( 平成9 年) 11 月25 日 あ だ ち 広 報 第1190 号( 3)

保

健

ガ

イ

ド

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
　わ
た
し
も
元
気

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
=
1
2月
7
沺

受
付
時
間
―
午
後
1

時
～
3
時
3
0分

費
用
=
無
料

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
所
=
保
塚

住
区
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
8
)
1
8
7
6

問
先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
親
子
あ
そ
び

親
子
で
体
を
動
か
し
て
あ
そ
び
ま
し
ょ
う

日
時
=
1
2月
1
0日
團
、
午
前
1
0時
3
0分

～
1
1時
3
0分

対
象
=
1
歳
～
I
歳
4

ヵ
月
の
親
子
で
千
住
地
域
に
お
住
ま
い

の
方

講
師
=
高
尾
都
茂
子
氏
(
健
康

運
動
指
導
士
)

定
員
=
2
0組

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
1
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

―
あ
な
た
の
ほ
ほ
え
み
を
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
人
に
―

講
義
や
体
験
実
習
を
と
お
し
て

、
あ

な
た
に
で
き
る
こ
と
を
み
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か

。

日
時
等
=

表
―

対
象
=

精
神
保
健
に
関
心
が
あ
り
、
実
際
に
活

動
で
き
る
方

定
員
=
4
5
人
(

抽
選
)

費
用
=
3
0
0円
(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料

・
希
望
者
の
み
)

申
込
=

往
復
(

ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢

、

性
別
、電
話
番
号
、
職
業
、所
属
団
体
、

参
加
動
機
、
保
険
加
入
希
望
の
有
無
。

「
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

参
加
希
望
」
と
明
記

期
限
1
1
2月
1
0

日
必
着

申
・
問
先
=
保
健
予
防
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1　 精神保健ボランティア入門講座

※いずれも時間は、午後1 時30分～4 時( ただし「ふれあい体験」は除く)

食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

今
が
一
番
!
カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄
と

食
物
せ
ん
い
の
上
手
な
と
り
方
と
は

話
題
に
な
っ
て
い
る
栄
養
素
で
す
が

個
人
個
人
で
そ
の
と
り
方
は
、
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
今
一
度
見
直
し
て
見
ま
し
ょ

う
。
日
時
=
1
2月
1
0日
㈲
・
1
6日
次
、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=
1

日
目
…
不
足
と
採
り
す
ぎ
を
し
な
い

た
め
の
栄
養
/
2
日
目
…
食
べ
る
だ
け

で
は
不
十
分
、
運
動
で
吸
収
ア
ッ
プ

定
員
よ
J
人

費
用
―
無
料

申
込
―

電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

精
神
障
害
者
の
た
め
の

「
自
立
に
役
立
つ
経
済
制
度
」

精
神
障
害
者
が
自
立
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
役
立
つ
障
害
年
金
・
障
害

手
帳
・
生
活
保
護
に
つ
い
て
学
習
し
ま

す
。

日
時
=
1
2月
1
1一日
陶
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

購
師
―
全
国
精

神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
相
談
室

池

末
美
穂
子
氏
ほ
か

場
・
申
・
問
先
―

足
立
保
健
所
保
健
指
導
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

12月の献血

問 先= 東京 東 赤十 字血 液セン タ ー 　5682 ―2801

区 役所 保健 予防 係 　3880- 5111 ㈹
A- Fest a' 97での献血

健康カレンダー 12月の予定

※ 1 月の健康カレンダーは12月15日号に掲載予定です

人
権
問
題
を
考
え
る

「
講
演
と
映
画
の
集
い
」

人
権
問
題
を
よ
り
正
し
く
理
解

し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
、「
講
演
と
映
画
の
集

い
」を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、
区
内
小

・
中
学
生
の
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式
も
行
い
ま
す
。

日

時
1
1
2月
8
日
側
、
午
後
1
時
3
0分

～
5
時

場
所
―
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル
(
中
央
館
2
階
)

内
容
=
講
演

「
暮
ら
し
の
中
で
人
権
を
考
え
る
」/

映
画
「
こ
ん
ど
逢
う
と
き
」/
第
1
4

回
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
者
表
彰
式

講
師
=
増
田
れ
い
子

氏
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

問
先
―

同
和
対
策

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

健康あ・ら・かると

早めの対策で、
冬を元気に過ごしましょう

阪
神
大
震
災
時
に
は
、
阪
神
地
方
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
ふ
る
い
、

高
齢
者
や
病
気
を
持
つ
方
に
重
症
者
が

多
数
出
ま
し
た
。
以
来
、
冬
に
な
る
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
関
心
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
・
:
9・

と
、
そ
ろ
そ

ろ
気
に
な
り
出
し
た
方
も
い
ら
っ
し
や

る
か
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
お
こ
る
病
気
で
、そ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、

患
者
さ
ん
の
野

く
し
ゃ
み
を
介
し
て

身
体
に
侵
入
、
の
ど
の
奥
で
増
え
、
発

熱
・
頭
痛
・
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状

を
お
こ
し
ま
す
。
症
状
が
出
て
し
ま
っ

た
ら
、
そ
れ
を
和
ら
げ
る
治
療
と
十
分

な
休
養
・
栄
養
で
よ
く
な
る
の
を
衍
つ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
し
な
い
た
め
に
対
策
を
講
じ
ま

し
ょ
う
。
一
番
の
対
策
は
、
感
染
し
な

い
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
ウ
イ

ル
ス
に
対
抗
で
き
る
身
体
に
し
て
お
く

こ
と
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
・
運
動
・

睡
眠
、
普
段
の
健
康
管
理
が
も
の
を
い

い
ま
す
。「
そ
れ
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、

自
信
も
な
い
し
…
……

」
と
い
う
方
に

は
、予
防
注
射
と
い
う
手
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
出
会
う
前
に
抵

抗
力
を
つ
け
て
症
状
を
軽
く
す
る
対
策

で
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
注
射

は
、
あ
ま
り
効
果
が
な
い
と
い
わ
れ
、

接
種
が
減
り
ま
し
た
が
、
お
年
寄
り
の

施
設
な
ど
で
の
流
行
予
防
と
し
て
は
、

そ
の
効
果
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
毎
年

流
行
を
予
測
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
用
意

し
、
H
月
ご
ろ
か
ら
2
回
接
種
し
ま
す
。

免
疫
が
で
き
る
ま
で
の
期
間
を
考
え
、

流
行
期
か
ら
み
て
早
め
の
接
種
と
な
り

ま
す
。
以
前
出
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
ウ

イ
ル
ス
な
ら
、
I
回
の
接
種
で
も
1
週

間
位
で
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
。持
病
が
あ
っ
た
り
、感

染
し
た
ら
重
症
に
な
り
そ
う
な
方
は
、

少
し
遅
く
な
っ
て
も
こ
の
方
法
が
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
で
も
、

ウ
イ
ル
ス
に
侵
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
方

は
、
外
か
ら
帰
っ
た
ら
う
が
い
・
手
洗

い
を
し
っ
か
り
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
が
増

え
る
前
に
洗
い
流
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ

う
。
さ
あ
、
い
っ
そ
う
の
健
康
管
理
で

今
年
の
冬
を
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ

う
。

《
保
健
所
医
師
》
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健 や か な 生 活を 続 ける た め に

保健所・保健相談所が
お手伝い

明るく元気で心豊かに過ごすことはみんなの願いです。その基礎とな
るのが健康です。しかし、Γ自分は健康だ小と感じている人でも、気付か

ないうちに病気が迪んでしまうということもたくさんあるのです。
そこで。保健所 。保健相談所では、様々な角度から皆さんの健康づく
りのお手伝いをしています。あだち広報では、毎月25日号の健康カレン
ダ ー( 3 ページをご覧ください) をはじめ各号で様々な健康講座等のお
知らせを しています。気曜にご利用ください。

保
健
所
・
保
健
相
談
所
の
専
門
職
が

健
康
に
つ
い
て
の
様
々
な
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は

・
保
健
婦

健
康
に
関
し
て
回
で
も
相
談
し

て
ぐ
だ
さ
い
!

発
育
の
こ
と

か
ら
だ
の
こ
と

こ
こ
ろ
の
こ
と

懸
染
症
の
こ
とな

と
な
ど
・・
-

一
管
理
栄
養
士

区
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
な
食
生

活
を
送
れ
る
恚
つ
に
生
涯
を
通
じ

た
食
生
活
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

・

曲
科
衛
生
士

歯
は
一
生
の
お
友
魂
。
お
子
さ

ん
の

虫
曲
予
防
、
中
高
年
の

方
の

歯
周

痾
予
防
を
応
援
し
ま

す
。

・

食
品
衛
生
監
視
a

食
品
に
対

す
る
苦
情
や
相
談
を

受
け
た
り
、
食
中
毒
の
予
防
等
を

行
っ
て
い
ま

す
。

・

環
境
衛
牛
藍
視
員

虫
や
カ
ピ
、
お
い
し
い
水
な
y
`

住
居
内
の

衛
生
に
つ
い
て

、
相
談

や
倹
森
な
ど
夲
仔
っ
て
い
ま
す
。

衛

生
試

験
所

で

は

一

袖
査
技
師

保
健
所
や
保
健
相
談
所
の
健
診

の

心
電
図
や
血

液
な
ど
の

検
査

や

、
大
嚊
が
ん
倹
査
、
エ
イ
ズ
の

抗

体
検
査
な
ど

も
吁
つ
て
い

ま

す
。
そ
の
ほ

か
、
食
品
衛
生
監
視

貝
・
環
糲
衛
生
監
視
員
が
収
集
し

た
食
品
・
水
な
ど
の

細
菌
倹
査
や

化
学
的
検
睿
苳

行
っ
て
い
ま
す
。

高齢者の方へ 病気や障害のある方も
いきいき生活していくために

● 高齢者健診( 65 親以上)
r >必ず受ける倹査・・・身体測定、診
察、血圧、検尿( 潜血・たん白・

糖) 、血液倹査、胸部x 繚検査
ひ希望により受ける検査・・・貧血検
査、心亀図、眼底検査
【対象者に個別に通知( 9 月ごろ) 。
指定医療機関で実施】
● 地域ヶアチーム

4(蔵以上のねたきりまたはそれ
に準ずる方、および痴呆( ちほう)
で、看霞・介霞を必要とされる方
に保健婦、ケースワーカー、ホー

ムヘルパーがチームを組んで訪問
し、様々なサービスを行っていま
す、
● 家庭訪問

痾気を自宅で療喪中の方で、ご
希望の方を保健婦が訪問して相酸
に応じています。【随時電話】
● 痴呆性高齢者相談

専門医と保便里婦が面接、または
必要に応じて家庭訪問を行い、専
門的な助言や指導を行っていま
す。【あだち広報でお知らせ。予約
制。保健所・保健相談所で奥施】

妊 娠 し た ら 母子ともに健やかに出産を迎えるために

● 母子手機をもらいましょう
お子さんの成長や予防接種の記鰍な

ど、子供の飃やかな虞長には母子手帳
は欠カyt !ません。- 皿所・保健祖談所、
区役所2 鼈衛生部、区民事務所で交付

しています。
● 母親学魍、両観学観
出産、育児、栄養、歯科衛生、母子

敍饂制度等についての頬朧、日常生活
の注竃i i などを勉軸し、お父さん・お

母さんになる方4 の交蓆をし ていま
す。【保健所・保健相談所で実飯】

● 妊塵揚訪問
若年・高年初妊婦、妊娠中胄痙の方、

未熟児等を 分娩{ ぷ〃 ん} した方を、

保健婦・委託助嘸揚が獸閊 して、日常
生活の注意点などの相麟を受け ていま
す。【随時電話】

● 妊揚健康診査
・ 捷査ヽ貧・・検● ヽ一 回・ ヽ ● ●

検査等を行います。母子手帳に 付いて
いる受診券で、お近くの委鴕眤擴轜圃
で受診してください{ 妊娠前期・鏡朔そ
れぞれ} 回の髄診か無科になります) 。

成人の方へ より 健康に生活する ための
様々な お手伝い( 相談や 健診)

● 節目健齢( 40 、50、60 鑞対象) 　40
歳、s歳、60歳という節目の年

齢に実施する基本的な健診ですg　
身体測定、循環器検査( 血圧・

心電図・眼底検査) 、糖尿病、痛風、

貧血、高脂血足。肝臓。泌尿器な
どの倹査や、がん倹診( 胄、肺、
大層) 、歯周舸チェックなどを行い
ます。結果の説明の際に生活改善
教室として、健康相訣などにs じ
ています。【対象者に個別に通知(
証夲日の杓3 ヵ 月前) 。保健所・
保健相談所で実施】
● 成人健康診査( 岶～64歳対象)

a 必ず受ける検査…身体測定、診

察、血圧、倹尿( 潜血・たん白 。
穂) 、血蔽検査、胸部X 線倹査
E>希望により受ける検査… 貧血倹
査、心電図、眼底倹査
【あだち広報でお知らせ。ハガキ

申し込み。指定医療機関で実施】
● 消化器がん検診( 35 纛以上)
冐がん・大膓がん倹診【あだち

広報でお知らせ。ハガキ申し込み。

保健所・僵健相談所で奥施】
・ 女性がん検駈( 30 斌以上)
子宮がん・乳がん検診【あだち

広報でお知らせ。ハガキ申し込み。

指定医凍機関で実施】
● 一般健康相談( クリニック)

血蔟検査。尿検査、胸部X 練検
査等を奥施し、億纜壥談に応じて
います。【i副建所・保健相談所で実

篦。検査は有科です】
● 受託轜診
小観梗な会社( 従業員49人以下3

のための儺康診断をしています。

【あだち広報でお知らせ。予的制。
保腫所・保健相談所で実篦。有科】

● 女性の儺糜づくり( 18～39晝3　
血圧溯定、皿椴検査、尿検査の

ほか、骨密度測定、体朋肪串 飼定
を 行います。【あだち広 輯でお知ら
せ。ハガキ申し込み。足立保咄所
で実施】

赤 ち ゃ ん が 生 ま れ た ら
子供たちの成長を見守り育児を応援します

● 新生児、宋熟児訪問

出生通知票c 傴釐所に出すハガキ) の内容にm
す お 毋

と赤ち ゃん、ご家族の僵履状 ● をうかがい、育
児についての相破・文擾をしています。

● 3～4ヵ月児轜驂
髪やかな発育- 贔洫のため、1陷4 の早期発見

と予防、遭励・& 潼・冑児・栄養について母合
的に膕診と相脯をしています。【対象者に攤別に
通知。保佃所・保輻相談所で実施】

● 6 ヵ月児健診。9 ヵ月児● 鯵
身体計測や死育・発逵の傭朏をお近くの契約

医康機関で行います。【3 ヵ月健診時に受診票を
交付】

● 1 纉6 ヵ月児健診
a 契蝴医療軈馴で央施…身体計測、栄養や死育
状況、言葉や運動についての健診
冫保健所・保健相談所で実施・・・歯科健診、歯磨
き指導、育児・栄養相談

【いずれも対象者に偕別に通知】
● 3 歳児儺診
3 歳児は心身の発進にとって重要な時期で

す。身体計測、尿検査、曲科健診および視力・

聴力の健診を行い、疾鍔の早期発見などの各種
専門職による相談を受けています。【対象者に個
別に通知。保健所・保唖相談所で実施】
● 育児、栄贅。曲科相駁

育児、栄養、歯科、アレルギーのことなど、
様々な相談を受けています。【随時電話】

そのほか にも

こころの健康
思春期から成人までの、こころ
の相談を行っています。また、精

神障害者の社会復帰のためのお手
伝いをしています( ディヶア 。作
業所・グループホーム) 。まずはご
相談ください。

健康づくりの支援
・健康大李
・住区健康フェスティバル

・地域での健康取育・健康講座
・健順づくり自主グループ
・食中毒の予防、住まいの衛生、
飲料用貯水槽の衛生などについ
ての講座や講演会も閧催してい
ます

健 康 に 関 す る こと は 何 でも 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い

足 立 保 健 所
西竹の塚2- 12- 8 　3855- 4151

千 住 保 健 所
千住仲町24- 2 　3888- 4277

江 北 保 健 相 談 所
西新井本町2- 30- 40 　3896- 4004

東和保健相談所
東和3- 12- 9 　3606- 4171

中央本町保健相談所( 衛生試験所併設)

中央本町1- 5- 3 　3880- 5351　　
衛生試験所 　3880- 5370

皆さんは、「エイズ」と聞いてどんなことを思い浮 かべますかり
自分には関係ないとか、外国人に多いなどと思っていませんか?
でも、本当に関係ないと言いきってしまって良いのでしょうか?

私たちの未来のために!

今、エイズを考えよう
エイズクイズに挑戦

次のうち、正しいものを選んでください。

1. 都内での感染者報售鍬は、|、l l人以上である

2. エイズウイJレヌに感染すると。すぐ発詞する

3. エイズウイルスの感染経咄は艱られている

4. エイズウイJ 1スに感桑したかもしヰ1ないと思
。たら、なるぺく早く検査を甓けt 力が良い

5. 国内でエイズウイ儿スに感染しt 人が増えて
いる

さあ、あなたは何目わかりますか? このコーナ
ーの記事をよく瞹むと名えがわかります。

エ
イ
ズ
問
題
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

9
月
末
ま
で
に
。
都
内
か
ら
千
5
2
人

の
エ
イ
ズ
愚
者
・
H
I
V
感
染
者
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
(
薬
害
峇
啄
く
)
。
エ

イ
ズ
の
原
因
で
あ
る
旺
I
V
(
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
)
は
感
染
者
の
「
血

蔽
」
「
幃
液
」
「
膣
分
泌
液
」
に
含
ま
れ

て
お
り
、
「
性
行
為
(
セ
ッ
ク
ス
)
」
「
血

液
蓐
染
(
注
射
の
回
し
打
ち
等
ご
『
逧

子
感
奥
』
の
3
つ
に
よ
っ
て
感
染
し
ま

す
か
、
す
ぐ
に
足
状
は
出
ず
、
発
症
す

る
ま
で
に
平
均
5
年
か
ら
1
0
年
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
零
y
o
H
I
V
に
感
染

す
る
と
免

疫
力
が
落
ち
三
だ

め
'
g

康

な
時
に
は
問
題
と
な
負
`
い
よ
う
な
弱

い
病
原
体
で
も
重
症
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
「
エ
イ
ズ
」
に
は
何
か
特
宵
な
屁

状
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
裝
へ
そ

の
た
め
、
感
染
に
気
付
か
な
い
多
く
の

人
も
い
て
、
そ
の
数
は
報
告
数
の
1
倍

と
も
扣
倍
冫
石
言
わ
れ
て
い
嫐
y
。

最
近
は
、
エ
イ
ズ
が
あ
ま
り
話
題
と

さ
れ
な
い
た
め
、「
エ
イ
ズ
問
弯
以

も
う

終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
爾
実
に

思

染
者
は
増
え
軈
け
て
い
る
の
で
す
。

中
で

も
、
1
0
代
や
2
0
代
と
い
っ
た
若
い

感
染
者
が
増
加
し
て
い
る
の
が
大
き
な

特
徴
で
す
。

H
I
V
抗
体
検
査
が
目
的
の
献
血
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

H
I
V

に
椰
染
し
た
か

ど
う
か
は
、

血
敢
中
の
抗
体
の
有
無
で
跼
べ
ま
す
。

仇
体
が
で
き
る
ま
で

時
問
が
か
か
る
た

め
、
感
染
m
か
う
l
ヵ
月
以
上
経
っ

て
か
ら
検
章
歹
る
こ
と
が
翕
覃
冫
y
。

国
内
の
愉
血
は

、
全
て
H
I
V

抗
体

倹
査
鷽
″
つ
て
い
ま
す
が
、
抗
体
が
で

耆
9
ま
で
の
間
は
、
感
染
し
て
い
て
も

わ
か
ら
ず
、
そ
の
時
期
の
血
屐
が
廠
血

に
催
彩
れ
る
と
、
そ
の
方
が
H
I
V
に

感
染
し
て
し
書
?
」
と
に
な
り
嫐
y
。

そ
の
た
め
、
H
I
V

抗
体
検
査
を
目
的

に
献
血
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
レ

な
い

で
く
だ
さ
い
。
無
料
・
と
く
名
の

検
査

曵

保
聽
所

で
両
薦
し
て
い
ま
す
の
で
、

と
つ
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
検
査
日
時
に
つ
い
て

は
、
各
保
健
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

共
に
生
き
る
ま
ち
を

「
エ
イ
ズ
」
は
、
「
冶
ら

な
い
」
と
思

つ
て
い
ま
せ
ん
か
?

確
か
に

完
全
に

治
す
方
法
は
ま
だ
あ
n
ま

せ
ん

が
、
発

醪
蓍

歹
谷

乙

治
撩
法
の
研
究
が
近
年

飛
躍
的
に

進
み
、
舉
く
に
蓐
染
か
わ
か

れ
ば
、
多
く
の
同
気
を
遜
け
、
長
期
間

の
発
屁
予

防
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

今
俊
は

、
学
校
や
会
社
に
通
い
な
が

ら
均
敏
で

療
養
を
続
け
る
吊
染
者
が
増

え
忝
と
予

想
さ
れ
ま
す
か

、
そ
の
際
、

周
囲
の

方
の
理
解
が
阿
よ
ひ

畆
汞

め
ら

れ
て
い
聿

罵

感
染
者
の
方
々
は
、
特
別
な
冫
こ
は

朋
待
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
な
χ
思
染
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
も
、
今
ま
で
y

需

り
接
し
て
欲
し
い

と
な

の
が
彼

ら
の
心
か
ら
の
願
い
な
の
で

す
。「
エ
イ

ズ
」
と
い
う
病
気
を
芒

で
も

身
近
な

問
題
と
し
、
共
に
生
羣

鞏

畧

を
俘
つ

て
り

羣
C

よ
う
。

今 年 度 エ イズ ポス ター コ ン ク ール

で 特 別 賞 を 受賞 した 、 聖 和 看 護 専門

学 校 の 小 林 妙 子さ ん の 作 品( 来 年の

足 立 区 ポ ス タ ーの 原 案 と な り ま す)

世界エイズデー関連行事
愛 愛(らぶらぶ)フ ェ ス タ

日時- 12月3日山、午後2時～4
時 内容一エイズに関 する 講演、
観聴者参加型演劇、エイズ知ろう
コーナーの開設、バンド 演奏ほか

場・申・問先一青年センター
S381 〕- ( XX31

エイズシンポジウムが
開催さ れまし た

U月18日に区役所庁舎ホールで
爽施したエイズシンポジウム「在
宅療養を考える～地域でAI DS

愚者・HI V晒染者を支えるため
に～」では、思染しても、ほかの
病気と同じように療養しながら地
域で生活していくことの重罪件が
話題となり、活発な議論となりま
した。多くの方にご参加いただき、

ありがとうございました。

36時間
AI DS 電話相談

1ヨ畤- n 月匐日山 午旬l a 寺からu
月30 日剛午後】c畤 まで
p 一般相談
05259 ―0255
a 英晒sこよる相霞
s5x 汨- a2 闃

主催=HI V と人権・情覗センタ
ー 後援一厚生省、エイズ予防財
団、東京都ほか

問

い

合
わ

せ

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

エイズクイ ズ の答 え「正 しいものは1番、3 番
、5

番です」
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くらしの情報
※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

本庁舎へのお問い合わせは… …

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

1
0年
度
新
規
通
所
者
募
集

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
1
0年
度
新
規
通
所
者
を
表
1

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
幼
児

指
導
係
は
、
2
月
に
通
所
者
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
障
害
専
門
相
談
・
リ
(
ビ

リ
通
所
訓
練
は
、
随
時
相
談
・
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

表1　 新規通所者募集内容

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な

保
母
が
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
ぶ
『
'気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
=
▽
興
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
-
3
-
8
3
)
・・・
毎

週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

…
毎
週
火
・
金
曜
日

(
3
9
1
1
)
0
9
6
3

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
-
5
1
2
3
)
・
:

毎
週
水
・
土
曜
日

(
3
6
2
9
)
8
4
0
0

―
―
い
ず
れ
も
―
―

時
間
=
午
前
9
時
I
午
後
5
時

間
先

―
保
育
振
興
佩

10年4 月

入園・転園

保 育 園 児募 集

お
孑
き
ん
の
新
規
入
園
を
希
望
さ
れ

る
方
や
、
住
所
の
移
動
な
ど
に
よ
る
転

園
を
希
g
百
れ
る
方
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す

。

期
間
-
1
2
月
1
日
～
1
5

日
(

申
込
書
は
1
1一
月
2
5
日
か
ら
各
福

祉
事
務
所
・
区
民
事
務
所
の
窓
口
・
保

育
園
で
配
布
)

申
先
l

住
所
地
を
管

轄
す
る
福
祉
事
務
所
(

表
3
)

お
よ
び

各
公
立
・
私
立
保
育
園

申
込
1
8

年

分
所
得
税
額
が
わ
か
る
も
の
(

源
泉
徴

収
票
ま
た
は
礎
定
申
告
S

控
え
)
。
な

お

、9
年
分
所
得
税
が
確
定
し
だ
い

、9

年
分
の
も
の
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
/
9

年
度
固
定
資
産
税
を
証
明
す

る
S

類
(

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
/

印
鑑

問
先
I

各
福
祉
事
務
所
(

表
2
)

表2　 福祉事務所一覧表3　 福祉事務所の管轄区域

10年度新規通所者募集

足立あかしあ園

( 身体障害者通所授産施設)
表4　 新規通所者募 集内 容

表5　 保育園一覧 9 年11月1 日現在

※ 公 は公立 保育園、私は私竹保育園、民は公設民営の保育園です。(仮称) さつき保育 園は、句年4 月1 日開園予定です。
★印 の保 育圃は産 休明け( 生後57日目以降) 指定園です。そのほ かのO 歯1! 指定 園は6 ヵ月以上 の児童が対硬になり ます。
両 親の 就労時陶等の都合で、午後7 時 まで延 長保 育できる保 育園もあり ます( 1 鐡6 ヵ 月以上の児童が対象。指霓1圃につ
いてはお問い合わせください)

◎ 匐 盧蠱が出ると偽 。てふろ等の改修工 事契約をさせる業者にご注憲1 ・i 斤、ふろ等( y)改譱工事で各銀庭を黻攅lし 、「保健所に 啾誚すれぱ肋1支金が丗る」と偽って
契約をさせる帚耆 がいます。本当sこ勍眺金が出るのか、g 饂跟や区役所で● かめてから契約し まし ょう。　問先一消費者センタ ー 　3880 ―5380
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仕
事
を
募
集
し
て
い
ま
す

区
の
授
産
場
で
は
、
高
齢
者
に
適
し

た
仕
事
(
箱
折
、
袋
詰
、
紙
圻
な
ど
の

手
加
工
作
業
)
を
継
続
し
て
発
注
し
て

い
た
だ
け
る
業
者
の
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
問
先
=
千
住
元
町
授
産
所

　
(
3
8
8
1
)
5
5
4
8

青
井
授
産
場

(
3
8
8
9
)
0
6
8
1

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

家
族
介
護
教
室
(
1
2・
1
月
分
)

場
・
申
・
問
先
=
各
在
宅
サ
ー
ピ
ス
セ

ン
タ
ー
、介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
6
)

表6　 高齢 者在宅サービスセン ター ・在宅 介護支援センタ ー家族介 護者教室日程( 12 ・1 月)

※ 在 は高 齢 者在 宅サ ー ビ スセ ンタ ー 、 介は 在宅 介 護支 援セ ン タ ーの 略 語で す

国
保
・
年
金

ご
存
じ
で
す
か

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
人
が
同
じ

月
に
同
じ
病
院
等
で
治
療
を
受
け
、
支

払
っ
た
診
療
費
が
一
定
の
金
額
(
自
己

負
担
限
度
額
)
を
超
え
た
と
き
に
、
申

請
に
よ
ひ
超
え
た
金
額
が
国
保
か
ら
戻

る
制
度
で
す
。

自
己
負
衵
限
度
額
1
6

万
3
千
6
0
0円/
住
民
税
非
課
税
世
帯

3
万
5
千
4
0
0円

※
高
額
療
養
費
に
該

当
し
た
世
帯
に
は
、
診
療
月
か
ら
2
～
3

ヵ
月
後
に
申
請
S
を
郵
送
し
ま
す
。

申
請
書
が
届
孝
ま
し
た
ら
国
保
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
(
郵
送
で
も
可
)

申
・
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給

付
係

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金
!

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳
(
学
生
を
含
む
)
か
ら
6
0歳
ま

で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
變
昌
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
加
入
対
象
の
方

ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
、

会
社
な
ど
を
や
め
て
厚
生
年
金
等
の
資

格
を
喪
失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

方
、
自
営
業
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

□
喪
失
届
の
必
要
な
方

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、

会
社
な
ど
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に

加
入
し
た
時
は
、
国
民
年
金
を
や
め
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。

□
第
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方

の
配
偶
者
で
扶
養
に
な
っ
た
方
は
、
手

譬

萋
ず
る
こ
と
で
国
民
年
金
第
3
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
国
民
年
金
課
適
用
係

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
1
2月
3
日
團
、
午
前
1
0時
～
午

後
3
時
3
0分

場
所
=
国
民
年
金
屎
前

(区
役
所
北
館
2
階
)

問
先
1
国
民

年
金
屎
推
進
係

※
厚
生
年
金
の
年
金

額
な
ど
の
具
体
的
な
相
談
は
、
足
立
社

会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

▽
足
立
社
会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1
/

月
曜
～

金
曜
の
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時

～
4
聘
3
0分

生

活

環

境

迷 惑 で す! 　 放 置 自 転 車

自転車放置禁止区域

五 反 野 駅 周 辺

放
置
自
転
車
が
歩
く
時
の
邪
魔
に
な

っ
た
り
、
ペ
ビ
ー
カ
ー
に
引
っ
掛
か
っ

た
り
し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
火

事
な
ど
の
緊
急
事
態
が
起
き
た
と
き
、

放
置
自
転
車
が
大
衆
な
妨
げ
に
な
り
ま

す
。
区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
旛
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
し
、
禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
を

撤
去
し
て
い
ま
す
。
撤
去
し
た
自
転
車

は
自
転
車
移
送
所
に
保
管
し
、
引
き
と

る
際
に
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月

を
罍
茗
と
処
分
し
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
五
反
野
駅
周
辺
は
、
銀

行
や
ス
ー
パ
ー
等
の
前
の
道
路
に
放
置

自
転
車
が
多
く
、
歩
行
者
が
迷
葱
し
て

い
ネ
す
。
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
等
で

駅
周
辺
を
莉
用
す
る
方
は
、
で
瘴
る
だ

け
歩
く
ぷ
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

自
転
車
の
場
合
は
、
必
ず
自
転
車
置
き

場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

五
反
野
北
自
転
車
駐
車
場
…
足
立
4
-
1
7
-
2
5

先
(
3
a
7
)
3
7
0
6

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

五
反
野
第
一
駐
車
場
…
足
立
3
-
2
9

　
(
3
8
8
0
)
7
4
5
5

五
反
野
第
二
駐
車
場
・・・足
立
4
-
4
0

　
(
3
8
8
0
)
7
4
5
5

□
自
転
車
移
送
所

加
平
移
送
所
・
:加
平
2
1
1
7
-
6
先

問
先
1
自
転
車
係

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
道
路
の

安
全
性
・
快
適
性
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。一
方
で
は
、日
よ
け
・
看
板
の
突

き
出
し
、
さ
ら
に
は
、
歩
道
の
切
り
下

げ
を
し
な
い
車
の
乗
り
入
れ
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
、街
路
樹
の
無
断
撤
去
な
ど
、一

部
の
心
な
い
人
の
た
め
に
、
せ
っ
か
く

の
道
路
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可
が
必
要
で
す

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
一

定
の
基
準
に
合
っ
た
も
の
に
限
っ
て
区

や
響
察
の
許
可
を
受
け
て
占
用
(
使
用
)

す
る
こ
と
が
で
き
樂
す
。

対
象
1
日

よ
け
・
突
き
出
し
看
板
の
設
置
ま
た
は
、

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
許
可
を
受

け
て
な
い
も
の
/
建
築
現
場
の
足
場
等

□
自
費
工
事
承
認
が
必
要
で
す

駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
際
の
L

型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
撤
去
等
の
工
事
を
す
る
時
は
、

必
ず
事
前
に
相
談
し
、
許
可
、
承
認
を

受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
彑
堰
路
管
理
課
占
用
係

便利で安心　口座振替

特別区民税・都民税国 民 健 康 保 険 料
国 民 年 金 保 険 料

お 申し込みいただき ますと、金
融機 関の口座から納期ごとに自動
的に引き落とされます。 申込一
窓口に預( 貯) 金通帳、通帳印、
それぞれの納付書を 持参 申先一
預( 貯) 金口座のある金融機関( 郵
便局を含む) 、または区相当窓 口、R
匣事務所 問先- 　特別又匣税

・都民税… 納税課整理係 　国民
僵康保険料… 国民健康 保険課収納
管理係 　国民年金保険料… 国民
年金課保険料係 　388←5111 ㈹

ス
ト
ッ
プ
　ザ
　交
通
事
故

み
ん
な
で
守
ろ
う
考
え
よ
う

8
年
中
の
全
国
自
動
車
等
運
転
者
の

瓏
反
別
死
亡
事
故
件
数
は

①
ス
ピ
ー
ド
違
反
…
…
―
、
7
0
7

件

②
通
行
区
分
違
反
…
…
…
…
4
0
4

件

③
一
時
不
停
止
…
…
…
…
…
4
0
2

件

④
横
断
歩
行
者
妨
害
…
…
…
3
8
9

件

⑤
信
号
無
視
…
…
…
…

…
…
3
5
1

件

⑤
飲
酒
運
転
…
…
…
…
…
…
3
1
2

件

と
な
っ
て
い
ま
す

。
自
動
車
が
時
速
6
0

㎞
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
激
突
し
た
場

合

、
ビ
ル
の
5

階
(

約
1
4
m
の
高
さ
)

か
ら
落
ち
た
の
と
同
じ
衝
撃
力
。
そ
し

て

、速
度
が
冫
倍
に
な
る
と
衝
撃
力
は

、

な
ん
と
4

倍
に
も
な
り
零
歹
。
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

。

ま
た
、忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、お

酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な
ひ
ま
す
。
お

酒
を
飲
む
と
気
分
は
高
揚
し
ま
す
が
、

理
性
・
判
断
力
・
運
動
能
力
、
そ
し
て

社
会
ル
ー
ル
や
常
識
的
な
こ
と
を
守
ろ

う
と
歹
る
気
持
ち
は
低
下
し
ま
す
。
お

酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
先
=
交
通
安
全
対
策
課

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

千
住
響
察
署

?
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
響
察
署

?
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

年
内
の
貸
し
付
け
の
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
!

区
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
者
の
方

を
対
象
に
、
運
転
資
金
や
設
備
資
金
等

の
あ
っ
旋
融
資
(
年
利
2
.
2
%
)を
行
っ

て
い
ま
す
。
年
内
に
貸
し
付
け
を
ご
希

望
の
方
は
1
2月
4
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
―
産
業
振

興
課
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
1
0
月
1
日

、
東
京
都
最
低
賃
金
改
正

東
京
都
最
低
賃
金
は

、日
額
5

千
3
6
8円

、

時
問
額
6
7
9円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

。
都

内
の
使
用
者
は
こ
の
最
低
賃
金
額
よ
り

低
い
賃
金
で
労
働
者
(
臨
時
、
パ
ー
ト

、

ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
む
)

を
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

問
先
―
足

立
労
働
基
準
監
督
署

(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

□
高
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ
ナ
ー

日
時
1
1

月
2
7
日
～
3

月
り一
日
(

内
容

に
よ
り
期
間
が
異
な
り
穿
歹
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
4

時

対
象
1
5
5
歳
以
上
で

講
習
終
了
後

、
関
連
企
業
に
就
職
で
き

る
方

内
容
―
塗
装
業
務
ア
シ
ス
タ
ン

ト
/

総
務
実
力
者
養
成
/

包
装
材
料
営

業
配
送
/
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
/
法
律

事
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト

場
所
―
都
・
高

年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー

費
用
―
無
料

※
申
し
込
み
等
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
=
抛
東
京
都
高

齢
者
事
業
振
興
財
団

(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

□
定
時
制
高
校
1
日
体
験
入
学

日
時
=
1
2月
6
日
出
、
午
後
6
時
～
9

時

対
象
=
入
学
を
希
望
す
る
社
会
人

費
用
―
無
料

申
込
=
(

ガ
キ
に

「1
日
体
験
入
学
」、
希
望
科
目
(
機
械

科
・
電
気
科
・一
子
科
の
い
ず
れ
か
)
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
J
、
電
話
番

号
を
明
記

期
限
-
1
2月
5
日
必
着

場
・
申
・
問
先
a
都
立
本
所
工
業
高
校

定
時
制

〒
1
2
5葛
飾
区
爾
水
元
4
1
2
1
1
1

(
3
6
0
7
)
4
5
0
0
(

午
後
3

時
以
降
)

□ こどもの問題特別相談　東京 都児童福祉専門員等が相談に応じ ます( 匿名可、秘密厳守) 。 日時=11 月27日(木)・28日(金) 、午前9 時～午後8 時30分
　0120 ―415―393( フリ ーダイヤル、当日のみ) 　FAX3208 ―1162( 聴覚言語障害者専用)
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1
2月
3
日
～
9
日
は
障
害
者
週
間

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
い
ま
す

□
障
害
者
作
品
展

区
内
の
降
害
者
の
方
々
の
絵
画
や
S

、
ま
た
小
物
等
の
作
品
展
示
を
行
い

ま
す
。

日
時
-
1
2月
3
日
～
9
日
、

午
前
8
時
3
0分
～
午
後
1
0時

場
所
=

区
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム

□
足
立
区
障
害
者
の
日
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
こ
の
ま
ち
で
ず
っ
と
暮
ら
し
た

い
」コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
三
ツ
木
任
一

放
送
大
学
教
授
を
迎
え
、
パ
ネ
ラ
ー
に

は
、
区
内
の
障
害
者
と
そ
の
ご
家
族
、

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
予
定
し
、

障
害
者
が
区
内
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く

う
え
で
、
障
害
者
自
ら
と
し
て
、
地
域

住
民
と
し
て
、
行
政
と
し
て
、
向
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
毒
歹
。

日
時
=
り一
月
4
日
収
、
午
後
7
時
～
9

時

場
所
=
教
育
研
究
所

定
S
=
1
2
6

人

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
障
害
者
舞
台
発
表
会

区
内
障
害
者
団
体
等
が
、
劇
や
楽
器

濔
奏
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
こ
の
発
表

会
に
は
、
視
力
障
害
者
の
ロ
ッ
ク
グ
ル

ー
プ
「
ア
ル
マ
」
も
参
加
し
ま
す
。

日
時
瓦
に一
月
6
日
出
、
午
後
O
時
3
0分

～
4
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

―
―
い
ず
れ
も
―
―

間
先
L
在
宅
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

区
議
会
　
第
4
回
定
例
会

次
の
と
お
り
、
区
議
会
第
4
回
定
例

会
が
開
会
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
お
よ
び

委
員
会
は
公
関
し
て
い
李
歹
。
な
お
、

傍
聴
席
に
制
限
が
あ
ひ
李
歹
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
本
会
議

日
時
1
1
2月
2
～
4
日
・
9
日
・
1
7

日
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら

□
委
員
会

日
程
等
=
左
表

傍
聴
受
付
=
本
会
議
…
開
会
3
0分
前
/

各
委
員
会
・
:
開
会
1
時
間
前

問
先
1

区
議
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

講
演
会
受
講
者
募
集

「
今
が
正
念
場

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
」

日
時
1
1
2
月
6
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
爻

」み
の
分

別
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
恐
さ
な
ど
、
ご

み
問
題
と
リ
サ
イ
ク
ル

定
員
=
7
0人

(先
一
順
)
S

用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生

館
(
中
央
本
町
2
-
9
-
1
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

情 報 コ ー ナ ー
世帯 と人 口( 9 年11 月1 日 現 在)
世 帯　267, 766
人 口　635, 904 人

男　322, 182 人女　313, 722 人

青年講座

「おいしい関係」
こ だわりのレスト ラン 選びの基・

準は何か。ワイン・チーズなどの
輸入食品の現状や、おいしい野菜
の見分け方を勉強し ます。 日程

等一下資 定員- 30 人 費用一無
料 申込一電 話 場・申 ・問先一
青年センタ ー
3890- 0061

※いずれも金曜日、午後7 時～9 時

「ストップ! 空き缶・タバコ等の
投げ捨て、犬のフンの放置」

来年4 月からは、空き缶やタバ
コの投げ捨て、犬のフンの放置が
区内全域で禁止となります。
区はこの条例に基づき美化意識
の普及・啓発、美化活動の支援を
推進します。 問先 地域活ル雅

進相当
3880- 5111 ㈹

タバコのポイ捨ては

やめましょう!

消費生活の問題を勉強したいとき
講師を派遣のお世話をします

対象一区内在住・在動・在学の方
を中心とし たグループ・団体( 20
人以上) 内容一悪質商法の手口
と予防、あるいは皆さんが調査研
究している消費生活問題でセンタ
ーが麗めるも のについて講師の派
遣・費用の助成を行います 申込
一関催日時( 平 日午前10時 ～午後5
時) ・会場・内容が決まったら

電話等で事前に申し込み、センター
承認後、申請書を提出。会場は、

申凄名が用意してください 講師
費用一消費者センタ ーで負担( 限
度額あり) 申・筒先一消費者セ
ンタ ー 　38H〕- 5s5

消 費 者 セ ン タ ー は エ ル ・ ソ フ ィ ア 内 で す

消費者講座受講生募集
「冬のボーナス活用術～得する貯め方・預け方～」
低・ 溽壜瞻代の今、・ 春なんてど

こでも同じ・・・ なんて思つていま

せんか? 知 らずSこ損 をす る 前
に、闖いて郵するおSi です。あな
た の預金も見直してみませんか?
日時- 12 月4 日( 木) 、午後2 時
～乍後4 時 場所 一エル・ソフ ィ

ア 対象一区 内在住・在勤の方
跚師- ファイナンシ ャルプランナ
ー深野康彦氏 定員- 60 人( 先●
順) 費用一無料 申込一電話
申・問先一消費者センター
3880 ―5385

足立区消費者通信大学「暮らしっくスクール」

公開講座受講生募集「暮らしにひそむ化学汚染物質」

「シック ハウス症候群」という
言葉をご 存じですか? これは、
住宅内の壁紙や合板など、住宅建
材に使われている接着剤や防腐剤
に 含まれて いる物 質の 影響 によ
り、からだに異常を引き 起こすこ
とをいいます。私たちのからだは、
外部からの邪魔ものに対して、か
らだをいつも一定に保とうとし て
います。この私たちのからだや暮

らしを脅かす化学汚染物質にスポ
ットをあて、贔牛のメカニズ ムや
病気など、問題点を 専門購師がく
わしくお話しし ます。 日時- 12
月11日( 木) 、午後6 時30分 ～8 時30
分 場所一エル・ソフ ィア 購

師一天笠啓祐氏( フリ ージャーナ
リスト) 定員- 40 人 申 込一電

話 申 ・問先一消費者センタ ー
3880 ―5385

お楽し みください 12月の区内各種展示
こども科学館イベントホール

3 日 ～7 日・10日～14日… 小学
校連台展覧会図工作品展

ギ ャラ クシ テ ィ

酉新井区民ギャラリー
1 日～4 日・・・押し 花作品 屏 　5
日～8 日・・・あきつ 会書道屏 　10
日～13日・・・パッチワ ークギルド

展 　17日 ～20日-・― 水墨画
展 ※ 初日と● 露 日は、● 入出作
桑のため展示時圃は』こ 。当日お
問い合わせください

プチテラス・野外ギャラリー
□ 千住宿歴史プチテラス( 千住河
原町( 21―11) 　1 日 ～4 日…ノて

ツチワーク 　6 ・7・13・14・20
・21・27日… やっち や場の風俗展
□ 千住壁画の道ギ ャラリー( 千住
旭町42) 　1 日～15日… 働く消防
の写生 画▼ 16～31日… 水彩画ほか

千 住 壁 画 の道 ギ ャラ リー

入屬無料。展示を希望する方はJ '
お問い合わせください。 問先-

　こども科学館イベントホール…
ギャラクシティ
5242 ―8161
西新井「可叭ギャラリ ー( 西新井

訳東ロサティ4 階、火震 日定休)

　3852- 3251
プチテラス・野外ギ ャラリー・・

黼まちづくり 公社
3880- 57a) ( 直通)

いよいよ着工! 日暮里・舎人線
15年度開業をめぎし ている新交

通システム「日暮里・舎人線」が、
いよ いよ着 工の運 びと なり まし
た。荒川区日暮里と足立区舎人間、
延 長約10 ㎞の 工事のう ち 、今 年12
月上旬、都立舎人公園地区から

着手さ れます。これに先立ち。事
業 者である東京都と東京都地下鉄
建設㈱による起工式 が、12月3 日
午前10時 から 舎人 公園 内にお い
て、沿線地域の代表者等も出席し
て行われます。
なお、着工を記念して12月3 日

から1 週間、同公園管理事務所で
新線のイメージや沿線の今・昔を
内 容とす るパ ネル展 が開 かれ ま
す。 問先一日暮里・舎人線推進
主査113880- 5111 ㈹

一般高架部(

イメージ図)

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています S. K. Hi 　274, 000


